
平成 22 年度特別公開講座 

「ひょうごの生物再発見－丹波の動植物を中心に－」 

 

実施日：全 3 日（平成 22 年 5 月 22 日、29 日、6 月 5 日） 

    毎週土曜日 13:30～15:30 

 

◇講座のねらい 

わたしたちのすむ場所には、人間だけではなく、たくさんの種類の植物や動

物がともに暮らしています。この講座では、丹波地域を中心にひろく兵庫県に

見られる野生動植物の魅力的な姿や生態を、スライド等を使いながらできるだ

けわかりやすく紹介しました。 

 兵庫県や丹波にみられるコケ植物やキノコ、昆虫、そして動物たちにはどん

な種類があって、どのような場所にすんでいるのでしょうか。なかには見たこ

ともない種類が、身近な場所にひっそりと生きているかもしれません。この講

座を通じて、そういった動植物たちの生態や特徴に親しんでいただき、私たち

の日々の暮らしと生き物との関わりについてちょっと見直してみるようなきっ

かけのひとつになれば幸いです。 

 

◇講座の内容 

 それぞれ担当の講師が専門とする分類群を中心に、意外なほど多様性に富ん

だ動物と植物たちの多くが、私たちの生活と密接に関係しながら暮らしている

様子を、例を挙げながら紹介しました。座学だけではなく、講座が開かれた場

所の利点を活かして、野外での観察も行いました。以下にその内容を簡単に紹

介します。 

 

第一回 苔とキノコ その魅力と美しさ 

講師：自然・環境科学研究所（自然環境系） 准教授 秋山 弘之 

概要：丹波地域の里山にみられるコケ植物と菌類（キノコ）について、その姿

形の多様性と美しさを中心に紹介し、私たちを取り囲む自然環境の豊富

さの一端を紹介しました。 

内容：前半はコケ植物ついてのスライドを使った紹介。話の内容は、（１）コケ



に似てコケではない植物、（２）コケという言葉の歴史、（３）コケ植物

の種多様性、（３）コケ植物の生態、特にヒカリゴケと糞生蘚類の紹介、

（４）コケ植物と動物との関わり、と進みました。 

 ヒカリゴケは、光るといっても日光を反射するだけであり、暗闇では光

ることなく、この点ではホタルや発光性菌類と異なります。水中に生育す

る藻類のヒカリモがやはり日光を反射してひかるので良く似ています。中

には色がないのに虹色に見えるコケもあります。これは構造色と呼ばれる

現象によるものです。糞生のコケがどのようにして胞子を媒介するハエを

惹き付け利用するのかについても解説しました。またオオルリやカワガラ

スが巣材としてコケを利用する様子についても説明しました。 

 後半は、やはりスライドを使って丹波地域によく出てくる菌類（キノコ）

の紹介です。こちらは残念ながら講師の専門分野ではありませんが、どの

ようなキノコ類が身近にみられるのか、毒キノコはどのような特徴をもっ

ているのかといった話題を中心に解説を行いました。 

【左」世界と日本にみられるコケ植物の種数 【右】身近にみられる様々なキノコの姿 

第二回 身近な昆虫の再発見 

講師：自然・環境科学研究所（自然環境系） 助手 沢田 佳久 

概要:１時間半の時間のうち、前半をスライドを参照しての座学、後半は丹波の

森公苑のマップを手に苑内を散策しながら昆虫再発見に挑戦しました。ノ

ミゾウムシ類の潜葉、エゴツルクビオトシブミの揺籃などを観察できまし

た。 

内容：昆虫というと、カブトムシにチョウやトンボ、バッタと、目立つ虫を思

い出してある程度わかっている感じがしますが、実はそうではありませ

ん。あまりめだたない虫がそこらじゅうにうじゃうじゃいて謎だらけで

す。今回は演者の専門周辺のゾウムシ類を中心に話しますが、ゾウムシ



に限ったことではなく、それぞれどんな種類がいるのかを見分け、何を

しているのかを見ていくと実に奥深い世界があります。大事なのは、そ

のつもりで見る、探す、ことだと思います。 

 たとえば…人と自然の博物館のまわりのハギ類を見てまわるだけでも、

七種のゾウムシがいます。一番大きくて目立シロコブゾウムシと、それ

に似た小型のスグリゾウムシ、チビメナガゾウ、ヒレルクチブトゾウ、

コフキゾウ、チビイクビチョッキリ、ハギルリオトシブミです。最初の

五種は口の短いゾウムシですが、その中で最初の四種は大アゴに牙状の

突起を持つグループに属します、重箱の隅をつつくような区別ですが、

この突起は土の中で羽化した成虫が地上に出るときに使われる構造です。

つまり最初の四種は幼虫が土中生活に特に適応したグループなわけです。

さらに最初の三種は成虫の後翅が退化しています。飛べません。一方、

最初の二種はそれぞれ別の方法で葉の加工に特化したグループで、ゾウ

ムシ類の中では古い時期に分岐した群です。このように数種のハギで育

つゾウムシ類だけに注目しても、生物進化や適応が語れてしまいます。

もちろんこれは一例であって、それぞれの植物なり虫なり環境なりに注

目していけば、それぞれいかに多くの生物が巧妙に係わっているかが解

るでしょう。 

 このほかに、今の時期に野外でみかける機会の多いゾウムシとして、

葉の先に潜葉するノミゾウ類、水面を歩いたり水中を泳いだりするゾウ

ムシ類、葉を巻くオトシブミ、などがあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【ハギを利用するゾウムシ類】 



 

第三回 身近な動物たち 

講師：自然・環境科学研究所（自然環境系） 教授 太田 英利  

概要：丹波地域の動物、なかでも両生類と爬虫類にスポットを当て、その形態

や生活史、生態における特徴を紹介しました。さらにそれぞれの種の地

理的分布における特徴についても解説しました。  

内容：両生類は昆虫などの無脊椎動物を餌としています。１頭１頭の生活史の

中には、鰓や鰭を持ち水中で魚のように生活する時期と、肺や皮膚で呼

吸しつつ地上で四足動物として生活する時期の両方があります。したが

ってある場所で両生類が存続してゆくためには、水域と陸域の両方の環

境が良好な状態にあり、春から秋にかけてさまざまな無脊椎動物が豊富

に生息することが必要です。夜になるとカエルの合唱が聞こえる水田や

灌漑用水路などは、人間と野生生物の調和・共存を象徴する場所とも言

えるでしょう。 

 丹波に見られるこうした両生類のほとんど、そして爬虫類の多くは、

世界的に見ても日本本土にしか見られない固有の種（固有種）です。な

ぜ日本にはこのような固有種が多いのでしょうか。このことについて、

周辺地域における水陸分布の歴史的変遷（古地理）を念頭において紹介

しました。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【兵庫県の水田で見られるカエルの代表格ヌマガエルの雄。鳴のうを膨らませて鳴いてい

るところ】 


